
任  期 平成２８年８月１日～平成３０年７月３１日 （敬称略）

　身体・知的障害者相談員は、障がい者の立場になって、手帳や補装具の交付などをはじめとする障がい

者の身近な問題について、いろいろな相談に応じています。相談内容や身上に関する情報は固く守られます

ので、お気軽にご相談ください。

身体・知的障害者相談員が

あなたの身近にいます

氏　名 住　所 電話番号

1 古田　健二 弥生町２丁目１－３６ 22-9088

2 柴田　正行 梅ヶ枝町３１ 22-0597

3 鈴木　　正 緑町１丁目７－７ 24-1208

4 小森　　司 元重町８－１ 24-3330

5 長谷部冴子 上之保１６１０８－５ 47-2117

6 相宮野利子 武芸川町八幡１１８２－１ 46-2632

7 長屋　峰男 板取２０１０－１ 0581-57-8304

8 遠藤日出男 富之保３６０２－２ 49-2315

9 西村　文夫 上白金１１０９－２ 28-4102

10 長瀬　　護 志津野７００ 29-0140

11 村井　幹夫 広見９６４－１ 22-4588

12 石原　良子 吉本町３７－7 24-1692

13 加藤　雅子 肥田瀬１００７－5 FAX 24-5459

14 大野　輝久 下有知３４９３ FAX 22-2609  

15 山田　正則 武芸川町谷口４０９－2 46-3243

16 上野　利一 弥生町1丁目１－9 22-7471

17 橋本　孝司 西田原２５０４ー１２ 24-5231

18 古田　美文 弥生町４丁目１ー３９ 22-7471

19 吉田常三郎 西田原１２６ー２ 080-3631-9660

20 髙桑　克巳 下之保２９８３ー１ 49-3548

21 松本　清子 辻井戸町１－２１ 22-9507

22 永井ちず子 武芸川町跡部１３５１－２ 46-2603

23 加藤　嘉彦 肥田瀬１００7－5 FAX 24-5459

24 大野　　久 武芸川町跡部５９６ー１ 46-2551

　
氏　名 住　所 電話番号

1 金村　千里 倉知２９２３－４０ 24-6352

2 土佐林秋子 桜本町１－２－２ 23-0945

3 包子芙美江 上大野４７１－１ 29-0398

4 平田　知雄 武芸川町谷口２０４０－５ 37-2361

5 太田　由江 山王通１－１１－２３ 23-6157

6 水川智佳代 西本郷通６－４－１１ 22-7886

7 野村　兼雄 洞戸飛瀬１９０－２ 0581-58-8491

8 大野　智美 東新町３－９３４－７ 22-8412

9 長尾　武子 富之保１５３８－５ 49-2468

照会先 福祉政策課　☎ 23-9032
23-7748

関
市
知
的
障
害
者
相
談
員

関
市
身
体
障
害
者
相
談
員
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体験してみませんか

匠の技濃州関所茶屋
からのお知らせ

匠の技
体験工房
参加者
募集

※９月1日より募集を開始します。定員になり次第締め切ります。 ※講師の都合により、日程が変更になる場合があります。※受講中のケガなどは自己責任となりますのでご了承ください。

関鍛冶伝承館（南春日町 9-1  23-3825）申込・照会先

折り紙で季節の飾りや遊べ
る作品などを作ります。

毎回違った小物を作りま
す。（手まり、根付、グリー
ティングカードなど）

平らな板にフィルムを貼っ
て彩色しリード線をつけて
作品にします。

ノミを使って郷土ゆかりの
円空仏を彫ります。

折り紙教室 季節に合わせた手芸教室 グラスアート教室 円空彫り教室

講　師 講　師 講　師
講　師

日　時 日　時

日　時
日　時

定　員 定　員

定　員
定　員

費　用 費　用 持ち物
持ち物

費　用
費　用

米光富雄さん
（関市卓越技能者）

足立幸枝さん 笠原洋子さん
平野忠男さん（木工技能士）

10月2日(日)、11月6日(日)、
12月4日(日)午後1時～午後3時

10月16日(日)、11月13日(日)、
12月11日(日)午前9時～正午

10月23日(日)、11月27日(日)、
12月18日(日)午前9時～午前11時

11月12日（土）
午前10時～正午

各日15人
（親子での参加大歓迎）

各日15人

各日5人
5人

150円（材料費） 100～500円（材料費） はさみ
ノミ、金づち、彫刻刀（ある人）
※床に座って作業できる服装で

1,000円（材料費）
500円（材料費）

避難行動要支援者名簿に
登録しませんか

　市では高齢者や障がい者など災害発生時
に自力で避難することが困難で、特に支援を
要する方の名簿を作成し、「災害時に地域で
支え合い、助け合うために」地域の協力者に
情報を提供しています。

　名簿への登録の受付は、福祉政策課・高齢福祉課・各地域事務所の窓口で行っています。また、市ホームページより
「避難行動要支援者名簿同意書／調査票」をダウンロードしていただき記入のうえ、下記の宛先まで郵送してください。

　なお、『避難行動要支援者名簿』への登録によって、災害時の支援が保証されるものではなく、また、協力関係
者などが法的な責任や義務を負うものではありませんのでご了承ください。

①身体障害者手帳の交付を受けており、障がいの程
　度が1級・2級の方
②療育手帳の交付を受けており、障がいの程度が
　A・A1・A2判定の方
③精神障害者保健福祉手帳の交付を受けており、障
　がいの程度が1級・2級の方

●情報提供の登録について
　福祉政策課（障がい者の方） ☎ ２３－９０８３（直通）
　高齢福祉課（高齢者の方） ☎ ２３－９００７（直通）

④指定難病および小児慢性疾患の方
⑤要介護認定において要介護3以上の認定を受けてい
　る方
⑥ひとり暮らしの高齢者の方（65歳以上）
⑦高齢者のみの世帯に属する方（65歳以上）

●防災対策について　　　　　　　　　
　危機管理課　☎ ２３－７７３６（直通）
　  ２３－７７４８（３課共通）

照会先

避難行動要支援者名簿の対象者

避難行動要支援者名簿への登録の方法

〒501-3894　関市若草通3丁目1番地　関市役所　福祉政策課　避難行動要支援者係　宛
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大垣共立銀行関支店　助川 結香さん

然の膳　和田 良菜さん

3人目 

4人目 

～あなたが描く
              １０年後のせき～

子どもを産める「病院」、
子どもたちの笑顔であふれる「公園」、
子どもたちが便利に通学できる「電車とバス」、
がたくさんある。
豊かな自然と、伝統・文化の息づく魅力的なまちで
安心して子育てがしたい！

誰もがその人らしく、ありのままで暮らせる。
自分で決めた生き方を尊重される。
困っている人には、手を差し伸べてくれる人がいる。
市民みんなが幸せに、
自分らしく生活できるまちにしたい！

助川さんのVOICE

和田さんのVOICE

20

　

八板金兵衛清定の銅像（種子島・西之表市内）

『海波の音』第２幕より

広報せき 2016.09

vol.30

　今年 2月の関市文化会館での公演で好評を得た「関

音楽劇の会」の創作音楽劇『海波の音』の種子島公

演（西之表市）が、8月 20日に成功裡に終わりました。

　1543年に種子島に漂着した南蛮船から鉄砲が伝来

し、藩主の種子島時尭から命じられ、国産初の火縄

銃を作った八板金兵衛清定は濃州関の出身です。ネ

ジの技術が当時の日本にはなく、苦心する父の姿を

見て八板金兵衛の娘・若狭がポルトガル人に嫁ぎ、そ

の技術を得て国産化を成し遂げた、という話が伝わっ

ています。今回の『海波の音』は、その悲話を題材

にした音楽劇です。

　種子島では、八板金兵衛清定と若狭は皆さんよく

ご存知ですが（市内に銅像があったり、フェリーに“わ

かさ”と名前が付いたりしています）、その出身が関

市であることは知られていないそうです。また、関

市においても、国産初の火縄銃を作った八板金兵衛

清定が関市出身であることを知らない方も多いと思

います。

　今回、関市も西之表市も事業補助金を出しました

が、公演にかかった経費の大部分は、地元西之表市

の実行委員会の皆さんが資金集めを呼びかけていた

だき、実施することができました。改めて、実行委員

会の皆さんに心から感謝を申し上げるとともに、地

元関市の物語を掘り起こしていただいた「関音楽劇

の会」の皆さんにもお礼を申し上げます。

　今回の公演のご縁を機に、関市でも関鍛冶伝承館

などに八板金兵衛清定と、日本初の国産鉄砲製造の

物語などを紹介したい、と思いますし、種子島との

交流にもつなげていければ、と考えています。

★　　　                      　　　　　★関市と種子島をつなぐ物語
『海波の音』

◆照会先　企画政策課（☎23-7014）
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7月16日〜8月15日にあった
市内の話題を中心にご紹介します。

　8月13日、関市民花火大会が行われ、会場の津
保川河畔は多くの見物客でにぎわいました。話題の
モネの池や、リオ五輪をモチーフにした花火、ストー
リー仕立ての花火など、バラエティーに富んだ花火
が打ち上げられ、多くの人を楽しませました。

夏の夜空を彩る市民花火大会

幻想的な空間を演出

『鮎の日』にちなんで

迫力のプレーが見られました

　経営改善や起業の相談など、市の産業支援拠点
となる「関市ビジネスサポートセンター（Seki-Biz）」
が7月19日オープンし、翌20日から実際の相談業
務を始めました。Seki-Biz の活躍によって、この地域
の企業の活性化、さらには市の活性化につながるこ
とが期待されます。

　7月30日、春日神社では「せき燈
と う か え

花会」が開催さ

れました。水を張ってろうそくを浮かべた無数のカッ

プが境内に並べられ、優しい明かりとともに幻想的

な空間を演出しました。また同神社では良縁を願っ

てちょうちんを交換する天王まつりも行われました。

　8 月 14日、3 人制のバスケットボール「3 × 3
スリーバイスリー」の大会が、武芸川谷口水辺公
園で特別開催されました。プロ選手による迫力のプ
レーのほか、小中学生による体験試合やバスケット
ボール教室も行われ、会場を盛り上げる実況や音
楽とともに夏のひと時を楽しみました。

　昨年12月、「清流長良川の鮎」が世界農業遺産に
認定されたことを記念して、岐阜県などは毎年7月
第4日曜を『鮎の日』と定めました。7月24日、関連
イベントとして、関の刃物を使って鮎のさばき方を鵜
匠から学ぶ催しなどが行われました。

Seki-Bizオープン
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第
55
回
関
市
発
明
展

　

子
ど
も
た
ち
の
自
由
な
発
想
か
ら
生
ま
れ

た
ア
イ
デ
ア
作
品
や
未
来
の
科
学
の
夢
を
描

い
た
絵
画
な
ど
を
一
堂
に
展
示
し
ま
す
。

■
日
時　

９
月
17
日
（
土
）・
18
日
（
日
）

午
前
９
時
～
午
後
５
時　

▽
表
彰
式
＝

18
日
（
日
）
午
後
１
時
～

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
照
会
先　

岐
阜
県
発
明
協
会
関
支
会
（
商

工
課
☎
23
―
６
７
５
３
）

第
20
回
『
名
月
と
萩
の
夕
べ
』

　

初
秋
の
夕
べ
を
野
外
で
の
音
楽
鑑
賞
な
ど

で
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

９
月
17
日
（
土
）
午
後
６
時
半
～

８
時

■
場
所　

関
市
役
所 

市
民
広
場　

　

※
雨
天
時
は
、
関
市
役
所
ア
ト
リ
ウ
ム

■
内
容　

第
１
部
▽
箏
、
尺
八
、
ソ
プ
ラ
ノ

に
よ
る
演
奏
＝
長
沼
喜
代
子
・
長
沼
裕

子
・
長
沼
美
紀
・
足
立
尚
山
・
柴
田
卯

美　

第
２
部
▽
金
管
五
重
奏
＝
メ
ビ
ウ

ス
ブ
ラ
ス
ク
イ
ン
テ
ッ
ト　

▽
文
芸
大

会
入
選
作
品
の
発
表

■
照
会
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

赤
ち
ゃ
ん
だ
っ
て
ク
ラ
シ
ッ
ク

　

親
子
で
ク
ラ
シ
ッ
ク
の
生
演
奏
が
楽
し
め

ま
す
。
妊
婦
さ
ん
も
父
親
も
大
歓
迎
で
す
。

■
日
時　

９
月
８
日
（
木
）　

午
前
10
時
30

分
開
演
（
午
前
10
時
開
場
）

■
場
所　

中
部
学
院
大
学
関
キ
ャ
ン
パ
ス
・

グ
レ
ー
ス
ホ
ー
ル

■
出
演　

田
中
智
子
さ
ん
、
岡
田
泰
子
さ
ん

（
ピ
ア
ノ
）

■
対
象　

０
～
３
歳
の
子
ど
も
と
保
護
者

■
定
員　

１
０
０
組　

※
申
込
順

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
・
照
会
先　

シ
ル
バ
ー
本
町
プ
ラ
ザ

「
と
ん
て
ん
館
」（
☎
24
―
１
３
１
１
）

　

※
月
～
金
曜
日
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時

コ
ス
モ
ホ
ー
ル
で
星
空
コ
ン
サ
ー
ト

～
秋
の
夜
空
に
こ
だ
ま
す
る

ハ
ー
モ
ニ
ー
「
ホ
ル
ン
の
詩
曲
」
～

　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
の
星
空
の
下
で
、
音
楽

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

■
日
時　

９
月
25
日
（
日
）
午
後
３
時
か
ら

４
時
30
分
（
午
後
２
時
30
分
開
場
）

■
出
演　

ク
ー
ツ
ィ
ー
ル
・
ホ
ル
ン
カ
ル
テ

ッ
ト
（
吉
田
章
、
松
井
茂
樹
、
寺
田
美

里
香
、
伊
藤
祥
代
）

■
内
容　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
で
星
空
を
投
影

し
、
音
楽
の
演
奏
と
星
の
話
を
楽
し
み

ま
す
。

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
３
階
・
コ
ス
モ
ホ
ー
ル
」

■
料
金　

プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ
ム
観
覧
料
の
み

■
定
員　

先
着
１
０
０
人
。
予
約
は
あ
り
ま

せ
ん
。

■
照
会
先　

▽
コ
ン
サ
ー
ト
内
容　

文
化
課

（
☎
24
―
６
４
５
５
）
▽
プ
ラ
ネ
タ
リ
ウ

ム　

ま
な
び
セ
ン
タ
ー
（
☎
23
―
７
７

６
０
）

関
市
地
域
女
性
の
会
連
合
会

「
婦
人
の
夢
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

　

合
唱
サ
ー
ク
ル
「
み
ん
な
で
楽
し
く
歌
お

う
会
」
と
一
緒
に
、
思
い
っ
き
り
声
を
出
し

ス
ト
レ
ス
を
解
消
し
ま
せ
ん
か
。
そ
し
て
、

ト
ー
ク
と
音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

心
も
身
体
も
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
し
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
30
日
（
金
）　

午
後
１
時
15

分
～
３
時
30
分　

※
受
付 

午
後
０
時
45

分
■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
・
多
目
的
ホ
ー
ル
」

■
参
加
費　

無
料　

※
ど
な
た
で
も
参
加
可

■
出
演　

▽
合
唱　

上
之
保
「
み
ん
な
で
楽

し
く
歌
お
う
会
」
▽
若
返
り
体
操
「
富

田
章
子
さ
ん
（
ス
タ
ジ
オ
ス
ク
エ
ア
代

表
）」

■
照
会
先　

関
市
地
域
女
性
の
会
連
合
会　

代
表
・
安
田
（
☎
22
―
４
８
１
０
）

◆場所　わかくさ・プラザ「学習情報館1階・エントランスホール」

エントランスホール作品展

◆休館日　月曜日（休日を除く）　■照会先　生涯学習課（☎ 23-7777）

小壁面

9月1日（木）〜9月7日（水）

9月14日（水）〜9月19日（月・祝）

9月10日（土）〜9月16日（金）

9月8日（木）〜9月13日（火）

9月21日（水）〜10月2日（日）

9月21日（水）〜10月2日（日）

いちょうの家
第7回  作品展

第55回　関市発明展

9月10日～９月16日は
自殺予防週間です。

秋の寄せ植え

キャノンフォト
クラブ岐阜  写真展

キャノンフォト
クラブ岐阜  写真展

広報せき 2016.09関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ

せき・まちかど工房ギャラリー

■照会先  
せき・まちかど工房を支援する会 （本町2丁目29  ☎46-9589）

9月6日（火）〜11日（日） 9月13日（火）〜18日（日）

第38回写楽
クラブ写真展

水墨画を
楽しむ会

午前１０時 〜 午後５時

ハロウィン
二人展

フォト写悠
写真展

9月20日（火）〜25日（日） 9月27日（火）〜10月2日（日）
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ぼ
か
し
作
り
体
験

　

家
庭
か
ら
出
る
生
ご
み
を
減
量
し
、
堆
肥

化
す
る
た
め
の
ぼ
か
し
作
り
で
す
。
生
ご
み

を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
、
お
い
し
い
野
菜
を
作

り
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
10
日

（
土
）
午
前
10
時
～

11
時
30
分

■
場
所　

田
原
リ
フ
レ

ッ
シ
ュ
農
園
（
ふ
る

里
農
園
「
美
の
関
」

の
北
隣
）

■
定
員　

20
人
（
初
め
て
の
方
に
限
る
）

■
参
加
費　

２
０
０
円　

※
12
㎏
程
度
を
持

ち
帰
れ
ま
す
。

■
持
ち
物　

米
ぬ
か
10
㎏
、
も
み
が
ら
１
・

２
㎏

■
申
込
・
照
会
先　

環
境
ネ
ッ
ト
せ
き
・
服

部
（
☎
０
９
０
―
１
５
６
９
―
１
４
７

１
）
ま
た
は
杉
浦
（
☎
０
８
０
―
５
１

３
０
―
２
８
６
８
）

岐
阜
県
百
年
公
園
自
然
観
察
会

『
暑
い
の
に
冬
探
し
』

　

講
師
の
お
話
を
聞
き
な
が
ら
ハ
イ
キ
ン
グ

コ
ー
ス
を
歩
き
、
季
節
の
動
植
物
を
観
察
し

て
み
ま
せ
ん
か
。
９
月
の
テ
ー
マ
は
『
暑
い

の
に
冬
探
し
』
夏
が
過
ぎ
た
ば
か
り
な
の
に

冬
の
準
備
を
し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
冬

を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
14
日
（
水
）
午
前
10
時
～
正

午　

※
前
日
午
後
５
時
で
降
水
確
率
30

％
以
上
の
場
合
は
中
止

■
場
所　

岐
阜
県
百
年
公
園
管
理
事
務
所
前

※
予
約
不
要

■
講
師　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
ふ
れ
あ
い
の
森
自

然
学
校
」
理
事
＆
森
の
案
内
人　

中
山

久
仁
夫
さ
ん 

■
参
加
費　

５
０
０
円
（
小
学
生
以
下
は
無

料
、
た
だ
し
保
護
者
同
伴
）

■
持
ち
物　

飲
み
物
、
運
動
靴
、
虫
め
が
ね

■
照
会
先　

岐
阜
県
百
年
公
園
（
☎
28
―
２

１
６
６
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
プ
チ
イ
ベ
ン
ト

「
あ
な
た
の
魅
力
を
引
き
出
す
！

パ
ー
ソ
ナ
ル
カ
ラ
ー
で
楽
チ
ン
お

し
ゃ
れ
を
し
ょ
う
！
」

　

自
分
に
似
合
う
色
を
知
る
と
、
似
合
う
洋

服
や
髪
型
、メ
イ
ク
方
法
ま
で
わ
か
り
ま
す
。

あ
な
た
に
似
合
う
ア
イ
テ
ム
選
び
や
着
こ
な

し
方
を
楽
し
く
ま
な
び
ま
し
ょ
う
。

■
日
時　

９
月
24
日
（
土
）
午
前
10
時
30
分

～
11
時
45
分

■
講
師　

林
み
な
子
さ
ん
（
カ
ラ
ー
で
女
性

を
元
気
に
す
る
会
代
表
）

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー 

（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

ど
な
た
で
も

■
参
加
費　

２
０
０
円
（
資
料
代
）

■
定
員　

15
人

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
事
業

「
関
の
お
し
ゃ
べ
り
カ
フ
ェ
」

　

コ
ー
ヒ
ー
を
飲
み
な
が
ら
、
誰
も
が
気
軽

に
お
話
し
で
き
る
場
と
し
て
、
定
期
的
に
開

催
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
無
料
。

■
開
催
日
時　

▽
９
月
15
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分　

・
テ
ー
マ
「
歯
に
つ
い
て
話
そ

う
」・
ゲ
ス
ト　

関
市
保
健
セ
ン
タ
ー
職

員
▽
９
月
29
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分
～
３
時

30
分　

・
テ
ー
マ
「
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
に

つ
い
て
話
そ
う
」　

・
ゲ
ス
ト　

小
栗
昭

義
さ
ん
（
日
本
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
協
会
指

導
者
）

■
場
所　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
安
桜
ふ
れ

あ
い
プ
ラ
ザ
内
）

■
対
象　

ど
な
た
で
も

■
定
員　

10
人
（
申
し
込
み
が
必
要
）

■
申
込
・
照
会
先　

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー（
☎

24
―
７
７
７
２
）

第
10
回
つ
ぼ
が
わ
ス
ポ
レ
ク
祭

　

武
儀
・
上
之
保
両
地
域
の
４
会
場
で
ス
ポ

ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
祭
を
行
い
ま
す
。

　

種
目
や
エ
ン
ト
リ
ー
方
法
な
ど
、
詳
し
く

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
日
時　

10
月
２
日
（
日
）
午
前
９
時
か
ら

■
照
会
先　

上
之
保
地
域
教
育
事
務
所
（
☎

47
―
２
０
０
１
）、
武
儀
地
域
教
育
事
務

所
（
☎
49
―
２
１
２
１
）

関市総合体育館のお知らせ

9月1日（木）、15日（木）午後7時〜9時　※登録料要

9月10日（土）午後1時30分〜4時　※参加無料
※改修のため、平成28年10月〜平成29年1月末は温水プールを利用できません。

■照会先　スポーツ推進課　☎23-7766

メインアリーナの一般開放

サブアリーナ 「チャレンジ!! ザ スポーツ・ゲーム」

トレーニング機器取扱説明会

9月24日（土）午前10時〜11時の部／午前11時〜正午の部
※各部100人（申込順）　※屋内用シューズ持参

■申込・照会先　9月1日（木）〜20日（火）の間に
     関市総合体育館・温水プール（☎23-7762）まで

第
10
回
記
念
展

関
高
Ｏ
Ｂ
美
術
展

◆
開
催
日
時　

９
月
25
日
（
日
）
～
10
月

　

２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午
後
５
時

※
最
終
日
は
午
後
４
時
ま
で
。

※
９
月
25
日
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
開

　

場
式
を
行
い
ま
す
。

◆
作
品
部
門　

絵
画
、
書
、
写
真
、
陶
芸
、

　

デ
ザ
イ
ン
、
刀
剣
、
能
面
、
ス
テ
ン

　

ド
グ
ラ
ス

◆
場
所　

古
民
家　

山
麓
（
本
町
７
丁

　

目
）（
☎
22
―
０
０
３
６　

※
開
催
期

　

間
中
の
み
）

◆
照
会
先　

事
務
局
・
平
野
（
☎
22
―

　

６
４
５
５
）　

市
民
掲
示
板
の
申
し
込
み
は
秘
書
広
報
課
ま
で

催事
案内

広報せき 2016.09 関市役所　代表 22-3131　閉庁時、土・日曜日、祝日は代表番号へ
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市
民
登
山
大
会

■
期
日　

10
月
16
日
（
日
）
※
小
雨
決
行

■
行
き
先　

福
地
山
（
高
山
市
福
地
１
６
７

１
ｍ
）

■
集
合
場
所　

午
前
６
時
10
分
ま
で
に
市
役

所
駐
車
場
東
側

■
対
象　

小
学
４
年
生
以
上（
保
護
者
同
伴
）

■
定
員　

45
人
（
申
し
込
み
順
）

■
参
加
費　

６
０
０
０
円
（
バ
ス
代
、
入
浴

料
、保
険
料
）
※
当
日
の
朝
集
金
し
ま
す
。

■
持
ち
物　

登
山
が
で
き
る
服
装
（
帽
子
、

長
袖
、
長
ズ
ボ
ン
、
登
山
靴
）、
雨
具
、

昼
食
、
飲
み
物
、
着
替
え

■
申
込
期
間　

９
月
10
日
（
土
）
～
10
月
9

日
（
日
）

■
申
込
方
法　
（
一
財
）
関
市
体
育
協
会
（
総

合
体
育
館
内
）
に
あ
る
申
込
用
紙
に
て

受
付
。
※
申
込
用
紙
は
関
山
岳
会
Ｈ
Ｐ

に
も
有
。
※
F
A
X
で
も
提
出
可
（

23
―
３
３
８
８
）

■
照
会
先　

関
山
岳
会
・
山
田
（
☎
０
９
０

―
６
０
９
０
―
４
７
５
０
）

第
15
回
あ
お
ぞ
ら
ま
つ
り
in
い
な
ぐ
ち

■
日
時　

10
月
２
日
（
日
）
午
前
10
時
～
午

後
２
時

■
場
所　

稲
口
公
民
セ
ン
タ
ー

■
内
容　

手
づ
く
り
作
品
展
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
（
演
奏
会
）、
バ
ザ
ー
な
ど

■
照
会
先　

あ
お
ぞ
ら
の
家
（
☎
25
‐
２
４

６
１
）

俳
句
講
座
「
カ
ジ
ュ
ア
ル
に
俳
句

を
つ
く
ろ
う
」

　

春
日
神
社
や
伝
承
館
な
ど
を
散
策
し
な
が

ら
、
指
導
者
に
よ
る
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
て

俳
句
づ
く
り
を
行
い
ま
す
。

■
期
日
・
場
所　

▽
10
月
１
日
（
土
）
春
日

神
社
・
関
鍛
冶
伝
承
館
・
刃
物
会
館

■
時
間　

午
後
１
時
～
４
時

■
対
象　

初
心
者
の
方
か
ら
経
験
者
の
方
ま

で
俳
句
に
興
味
の
あ
る
方

■
定
員　

15
人
（
先
着
順
）

■
参
加
費　

無
料

■
申
込
先　

文
化
課
（
☎
24
―
６
４
５
５
）

関
市
国
際
交
流
協
会
語
学
講
座

韓
国
語
講
座
（
初
級
）

■
日
時　

９
月
29
日
～
12
月
８
日
の
毎
週
木

曜
日　

午
後
７
時
30
分
～
９
時（
全
10
回
）

■
場
所　

わ
か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
学
習
情
報

館
２
階
・
２
―
１
会
議
室
ま
た
は
ギ
ャ

ラ
リ
ー
」

■
講
師　

小
木
曽 

佳
子
さ
ん
（
中
部
学
院

大
学
非
常
勤
講
師
）

■
定
員　

20
人 

※
５
人
以
下
の
場
合
は
中
止
。

■
受
講
料　

３
０
０
０
円　

※
国
際
交
流
協

会
非
会
員
は
、
別
途
年
会
費
２
０
０
０

円
が
必
要
。
※
必
要
に
応
じ
て
別
途
テ

キ
ス
ト
代
が
か
か
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

９
月
５
日（
月
）～
23
日（
金
）

に
電
話
、
F
A
X
に
て
受
付
後
、
抽
選

■
申
込
・
照
会
先　

国
際
交
流
協
会
事
務
局

（
秘
書
広
報
課
内
）（
☎
23
―
６
８
０
６

　

 

23
―
７
７
４
４
）

あ
っ
た
か
子
ど
も
見
守
り
標
語
募
集

　

関
市
青
少
年
健
全
育
成
協
議
会
で
は
、
子

ど
も
見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
の

た
め
、標
語
を
募
集
し
ま
す
。
見
守
る
立
場
、

見
守
ら
れ
る
立
場
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
持
ち
を

標
語
に
し
て
く
だ
さ
い
。

■
募
集
作
品
　
見
守
り
活
動
に
対
す
る
思
い

や
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
い
る
方
へ

の
子
ど
も
の
気
持
ち
を
表
現
し
た
標
語

　
（
平
成
27
年
度
金
賞
作
品
）「
ス
マ
ホ
よ
り

目
と
目
を
合
わ
せ
て　

話
そ
う
よ
」

■
応
募
資
格　

市
内
在
住
の
方

■
賞　

金
賞
、
銀
賞
、
銅
賞

■
応
募
方
法　

応
募
票
に
標
語
と
必
要
事
項

を
記
載
し
、
９
月
15
日
（
木
）
ま
で
に

生
涯
学
習
課
へ
。
※
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク

ス
も
可
、
１
人
１
点
の
み

■
照
会
先　

生
涯
学
習
課
（
〒
５
０
１
―
３

８
０
２　

若
草
通
２
丁
目
１
番
地　

☎

23
―
７
７
７
７　

23
―
７
７
７
８
）

市
長
と
語
る
「
車
座
集
会
」

　

一
日
市
長
室
の
実
施
に
合
わ
せ
て
開
催
し

ま
す
。

■
開
催
日　

▽
板
取
地
域　

10
月
６
日（
木
）

▽
武
芸
川
地
域　

10
月
14
日
（
金
）
▽

武
儀
地
域　

10
月
18
日
（
火
）
▽
洞
戸

地
域　

10
月
19
日
（
水
）
▽
上
之
保
地

域
10
月
25
日
（
火
）

※
開
催
時
間
、
場
所
、
テ
ー
マ
は
、
事
前
に

代
表
者
と
相
談
し
ま
す
。
各
地
域
事
務

所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
照
会
先　

秘
書
広
報
課（
☎
23
―
７
７
１
０
）

教
育
相
談

　

心
身
の
発
達
や
就
学
に
つ
い
て
心
配
な
、

小
中
学
校
児
童
生
徒
及
び
新
就
学
児
童
の
保

護
者
の
方
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■
相
談
日
・
場
所　

▽
10
月
26
日
、
12
月
７

日
＝
洞
戸
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー　

▽
９

月
７
日
、
11
月
８
日
、
12
月
21
日
＝
板

取
事
務
所　

▽
10
月
13
日
、
11
月
30
日

＝
武
芸
川
事
務
所　

▽
９
月
１
日
、
11

月
１
日
、
12
月
14
日
＝
武
儀
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー　

▽
９
月
14
日
、
11
月
22
日

＝
上
之
保
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー　

▽
わ

か
く
さ
・
プ
ラ
ザ
「
ま
な
び
セ
ン
タ
ー
」

開
館
日

■
相
談
時
間　

午
前
10
時
～
午
後
３
時
30
分

※
ひ
と
り
１
時
間
程
度

■
担
当　

関
市
特
別
支
援
教
育
指
導
員

■
申
込
・
照
会
先　

学
校
教
育
課
（
☎
23
―

７
７
１
９ 

 

23
―
７
７
４
７
）
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木
造
住
宅
の
耐
震
無
料
相
談
会

　

関
市
の
耐
震
担
当
職
員
と
（
一
社
）
岐
阜

県
建
築
士
事
務
所
協
会
中
濃
支
部
の
耐
震
相

談
士
で
皆
様
の
相
談
に
応
え
ま
す
。
ま
た
、

熊
本
地
震
の
現
地
調
査
を
行
っ
た
相
談
士
か

ら
、
現
地
の
状
況
な
ど
に
つ
い
て
講
演
を
行

い
ま
す
。

■
開
催
日
時　

▽
９
月
13
日
（
火
）・
27
日

（
火
）
午
前
10
時
～
午
後
４
時　

※
両
日

と
も
午
後
１
時
か
ら
30
分
程
度
、
熊
本

地
震
現
地
調
査
に
つ
い
て
講
演
を
行
い

ま
す
。

■
場
所　

▽
相
談
会　

市
役
所
１
階　

ア
ト
リ
ウ
ム
相

談
コ
ー
ナ
ー

▽
講
演　

市
役
所
１
階　

ア
ト
リ
ウ
ム

■
対
象　
市
内
に
木
造
住
宅
を
所
有
さ
れ
て
い
る
方

■
相
談
内
容
な
ど　

▽
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
に

対
す
る
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
工
事

の
補
助
制
度
に
つ
い
て

▽
昭
和
56
年
５
月
以
前
に
着
工
し
た
住
宅
に

対
す
る
耐
震
診
断
及
び
耐
震
補
強
工
事

の
申
し
込
み
に
つ
い
て

▽
平
成
12
年
以
前
に
着
工
し
た
木
造
住
宅
の

耐
震
性
能
等
に
つ
い
て

▽
平
成
12
年
以
降
に
着
工
し
た
木
造
住
宅
に
つ
い
て

▽
住
宅
の
簡
易
耐
震
診
断
に
つ
い
て
（
住
宅

の
平
面
図
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
）

■
照
会
先　

都
市
計
画
課
（
☎
23
―
７
６
９
９
）

不
動
産
無
料
相
談
会

■
日
時　

10
月
３
日
（
月
）
午
後
１
時
～
４
時

■
場
所　

市
役
所
６
階
・
６
ー
１
会
議
室

■
内
容　

不
動
産
の
価
格
、
売
買
、
交
換
、

賃
貸
借
、
有
効
利
用
な
ど

■
相
談
員　

公
益
社
団
法
人
岐
阜
県
不
動
産

鑑
定
士
協
会
所
属
の
不
動
産
鑑
定
士

■
申
込
み　

当
日
先
着
順

■
照
会
先　

不
動
産
鑑
定
士
協
会
（
☎
０
５

８
―
２
７
４
―
７
１
８
１
）、
都
市
計
画

課
（
☎
23
―
８
１
２
１
）

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
人
権
あ
ん

し
ん
相
談

　

高
齢
者
・
障
が
い
者
の
方
を
対
象
に
、
無
料

電
話
相
談
所
を
開
設
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期
間　

９
月
５
日
（
月
）
～
11
日
（
日
）

▽
月
～
金
曜
日
：
午
前
８
時
30
分
～
午

後
７
時　

▽
土
・
日
曜
日
：
午
前
10
時

～
午
後
５
時

■
相
談
員　

人
権
擁
護
委
員
・
法
務
局
職
員

■
申
込
・
照
会
先　

岐
阜
地
方
法
務
局
人
権

擁
護
課　
（
☎
０
５
７
０
―
０
０
３
―
１

１
０
）

受
け
よ
う
！
『
特
定
健
診
・
特
定

保
健
指
導
』

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
さ
れ
て
い
る
40
歳

か
ら
74
歳
の
方
を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の

早
期
発
見
・
予
防
を
目
的
と
す
る
『
特
定
健

診
（
身
体
計
測
、
血
圧
測
定
、
尿
・
血
液
検

査
、
医
師
診
察
）』『
特
定
保
健
指
導
』
を
行

っ
て
い
ま
す
。
受
診
券
は
６
月
に
発
送
し
て

お
り
ま
す
の
で
、
保
健
セ
ン
タ
ー
で
の
集
団

健
診
も
し
く
は
市
内
指
定
医
療
機
関
で
の
個

別
健
診
で
受
診
し
ま
し
ょ
う
。
が
ん
検
診
も

一
緒
に
受
診
で
き
ま
す
（
個
別
健
診
の
場
合

は
、
医
療
機
関
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
）。
受

診
方
法
の
詳
細
は
、
受
診
券
に
同
封
し
た
チ

ラ
シ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

健
診
後
は
結
果
に
応
じ
て
、
特
定
保
健
指

導
を
ご
案
内
し
ま
す
。
病
気
を
予
防
す
る
た

め
、
保
健
師
・
栄
養
士
が
毎
日
の
生
活
を
見

直
す
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
積
極
的
に
ご
利

用
く
だ
さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
方
で
、

人
間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
た
場
合
、
費
用
の

一
部
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
（
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
の
方
は
、
助
成
を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
）。

■
照
会
先　

国
保
年
金
課　
（
☎ 

23
―
７
７

０
１
）

関市の人口
（８月1日現在）

 90,512 人（-61 人）

男 44,203 人 （ -16 人）

女 46,309 人  （-45 人）

世帯数 34,824 世帯  （+4 世帯）

※（　）は前月比
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